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研修・イベント等における感染防止対策チェックシート
	No.
	対応項目
	チェック

	▶事前対応
	

	１
	開催規模（人数）を縮小する。
・屋内：収容定員の50%以下、但し人数上限は1,000人以下
・屋外：人と人との距離を確保（できるだけ2m）、但し人数上限は1,000人以下
	

	２
	開催時間はできるだけ短くする。
	

	３
	以下に該当する場合は、参加は不可能であることをあらかじめ参加者に周知する。
・発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状のある方
・過去2週間以内に発熱や感冒症状で受診や服薬等をした方
・過去2週間以内に感染拡大している地域や国への訪問歴がある方
また、持病のある方や妊婦など、健康や体調に不安のある方は参加を控えることもあわせて周知する。
	

	４
	参加者の連絡先を事前登録していただく。
	

	５
	厚生労働省が開発した新型コロナウイルス接触確認アプリ(COCOA)の事前登録を推奨する。
	

	６
	参加者には、マスク着用の上、参加することを周知する。
	

	７
	密接・密集させない環境を整備する。（人と人との距離をできるだけ２ｍ確保する）
・受付時間の分散、入口と出口を分離する、間隔を確保するための床サイン等
	

	８
	会場内の換気が適切にできることを確認する。　（社内換気設備について・換気シミュレーター）
	

	９
	[bookmark: _GoBack]手洗いができる環境があることを確認する。
	

	10
	会場の出入口等に手指消毒液を設置する。
	

	▶開催時対応
	

	11
	参加が不可能な方を明示する。
　・体調の悪い（37.5℃以上の発熱、風邪症状がある等）方
　・過去２週間以内に、発熱や風邪の症状で病院を受診や服薬等をした方
　・過去２週間以内に、感染拡大している地域へ訪問した方
参加を控えていただく方を明示する。
　・持病のある方や妊婦など、健康や体調に不安のある方
	

	12
	取り組んでいる感染防止対策内容や参加時の注意事項を会場内に掲示する。
	

	13
	参加事前登録済みを確認する。また、感染者が発生した際に適切に対応するため、配席図を残す。
	

	14
	「新しい生活様式」の実践例を参考に、以下の内容を参加者に周知する。
・こまめな⼿洗い、マスク着用の徹底
・大声での発声や近接した距離での会話を控える
・研修、イベント前後や休憩時間等の交流は極力控える
・体調不良となった場合は、速やかに申出る
・熱中症に注意する
	

	15
	マイクを使う場合は、利用者ごとで消毒をする。
	

	16
	必要に応じて、定期的または連続的に外気を取り入れる換気を実施する。
	

	17
	共用部分の消毒を行う。（ドアノブ、椅子、机、スィッチ類、エレベーターのボタン等）
	

	18
	万が一参加後2週間以内に感染が判明した場合、速やかに開催担当者に連絡するよう伝える。
	


（開催地の行政のガイドラインに沿って感染防止対策を検討すること）
